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１．研究計画の概要 
（１）古典的分布における未解決問題の解決 
古典的な分布においては、非常に多くの成果

があるが、それにもかかわらず、まだ結果の

知られていない、或いは証明されていない問

題が多く残されている。これらの問題の中に

は、従来の解析的なアプローチでは解けない

と思われるものが多く、代数あるいは幾何的

なアプローチが必要と思われる。 
（２）新しい分布の開発･発見 
古典的分布においては、その表現は多くの場
合、密度関数、分布関数、特性関数等の解析
的な表現が使用されている。しかし、一方で
それらとは違った形の表現、特に代数や幾何
的な扱いの中で出てくる分布の表現につい
ての研究が重要であるように思われる。古典
的な分布を拡張する際、代数や幾何的な視点
は、何らかの自然な拡張方法を与えてくれる
のではないかと考えている。 
 
２．研究の進捗状況 
微分幾何学的なアプローチによって確率分
布をどうとらえるかについての研究を行っ
た。具体的には以下の通り。 
 
（１）以下の微分幾何・リーマン幾何学の入
門書を読んだ。 
“Introduction to differentiable manifold 
and Riemannian geometry” W.M.Boothby 
“Differential Geometry and Statistics” 
M.K.Murray & J.W.Rice 
“リーマン幾何学”加須栄篤 
微分幾何、リーマン幾何の基礎的な知識を得
た。また、こうした幾何的な考え方が、いわ

ゆる「情報幾何」でどう使われているかにつ
いても学んだ。現在は、統計的決定理論で使
われる損失関数と、情報幾何で使われる
Statistical Divergence との関連性について
考察中である。 
（２）経済時系列データ（株価指数データ）
を AR(1)モデルにあてはめ、その結果得られ
たパラメーターの変化を情報幾何的観点か
ら、観察した。（信州大学全学教育機構、高
野教授との共同研究。）すなはち、時系列デ
ータを幾つかの期間に区切り、それぞれの区
間内で AR(1)パラーメータを推定し、それが
上記の期間の変化と共にどう変っていくか
を考察した。その変化の道筋を、AR(１)多様
体内の測地線（高野教授が、ご自身の研究で
求められた結果を利用した。）と比較し、関
連性がないかを探求したが、目だった結果は
得られなかった。 
 
３．現在までの達成度 
④遅れている。 
 
(理由) 
微分幾何の知識をゼロから学んでいった結
果、入門書を十分に理解するのに非常に多く
の時間がとられてしまった。そのために、情
報幾何的な視点から多変量分布を解析する
という本来の目的に、本格的に着手できてい
ない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
代数的な視点から多変量分布を解析するこ
とも目標の一つであったが、そちらは断念し、
もっぱら微分幾何的な視点で研究していく
ことにする。 
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５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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